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大和合成株式会社（大阪南支部） 

 

今回は西日本プラスチック大阪南支部会の大和合成株式会社 代表取締役社長 

奥野 健太郎 様を訪ねました。 

 

  

  

 1939年にフェノール樹脂の取扱いをしていた会社で勤

務していた曾祖父が、会社の廃業を機に独立し奥野製作所

を創設したのが始まりで、当時は熱硬化性しかなく、電気

機器の絶縁部品などを製造・販売していました。1943年

に法人化、本社並びに工場を現在の堺市三国ヶ丘町に移

転、1956年に社名を大和合成樹脂工業株式会社に変更し

ました。「大和」は、大きな和で仕事をしようという思い

で、名付けられたと聞いています。当時は、自社で熱硬化

性の原料も製造し成形をしていました。その後、成形事業

が忙しくなったことより、熱硬化性の原料の製造は、取引

先に移管しました。創業 50周年を機に、父が社長に就任

し大和合成株式会社に社名を変更しています。 

 1990年には、宮崎県に工場を設立。1995年にテンパール工業株式会社様がベトナム 

本社住所 堺市北区東三国ヶ丘町 5-1-10 

電話 072-252-1023   FAX 072-253-7332 

資本金 2,400万円 

創業 1939年  設立 1943年 

設置成形機 

 

国内  

本社：熱硬化性射出成形機 2台、熱可塑性射出成形機 6台 

   圧縮成形機 1台、トランスファ成形機 1台 

宮崎工場:熱硬化性射出成形機 9台、熱可塑性射出成形機 17台 

ベトナム  

ホーチミン工場：熱硬化性射出成形機 11台、熱可塑性射出成形機 32台、 

        ダイレクトブロー成形機 4台、インジェクションブロー 

        成形機１台 

ハノイ第 1工場：熱可塑性射出成形機 51台 

ハノイ第 2工場：熱可塑性射出成形機 35台 

創業のきっかけ・沿革 

 

代表取締役社長 
奥野 健太郎 氏 



に進出するにあたり、当社もホーチミンに工場

を設立。1997年、ハノイに工場を設立しまし

た。ベトナムに進出した当時は、中国などへの

進出が主流で、他社に先駆けての進出でした。

現在では、グループ全体の約 7割の売上をベト

ナム２工場にて生み出しています。 

 

 

 

 熱可塑性と熱硬化性の両方を取扱っており、そ

の比率は、熱可塑性が 6 割、熱硬化性が 4 割で

す。熱硬化性では、主に自動車や配線機器等の部

品を製造しています。最近は熱可塑性でも耐熱の

高いスーパーエンプラ等もあり、熱硬化性のニー

ズが減少してきていると感じています。取引先に

よっては熱硬化性自体を知らない取引先もあり、

熱硬化性のメリット等を丁寧に説明するように

しています。 

 熱可塑性の取扱いを始めたのは 1965 年頃から

のようです。1983年頃には、当時のミノルタカメラ株式会社様が開発し、世界的に大

ヒットとなった一眼レフカメラ部品の製造を受注したことが熱可塑性成形技術の向

上のきっかけです。現在では、自動車部品だけでなく、ホーチミン工場のクリーンル

ームを活かし、目薬容器等の医療関連部品等も取扱いをしています。 

 また、当社が実施している成形方法は射出成形以外に、ブロー成形もホーチミン工

場で行っており、成形から印刷、加飾まで一貫生産しています。 

 金型の内製化にも取り組んでいます。ベトナムで使用する金型は内製化しています。

熱可塑性だけでなく、熱硬化性の金型も対応しています。元々は国内で設計を行い、

製造をベトナムで行っていましたが、最近は簡単な金型の設計はベトナムで行うよう

にしています。いずれはベトナムで使用する金型を全て、文字通りベトナム産にした

いと考えています。 

  

 

 

 月に 1度、会社から配布した雑誌の感想文を各社員に書いてもらい、グループに分

かれて感想を述べあっています。そこで大事にしていることは、美点凝視、相手の意

見・考え方を尊重するということです。同じ記事の内容でも、人によって捉え方や感

じ方はそれぞれであり、お互い良いところを褒めるようにしています。そうする事で

お互いのことについて理解が深まり、業務においてのコミュニケーションもスムーズ

になると考えています。プラスチック成形という仕事の事だけでなく、人としての学

主な製品・特長 

社員教育 

本社外観 

ハノイ第 2 工場内 



びの場になればと思っています。業務と直接関係のない事ですが、努力する事は必ず

成長に繋がると思っていますので、社員には当社に入社して良かったと思えるように、

人としても成長を続けて欲しいと考えています。  

 

 

 

 

 2039 年に当社は創業 100 周年を迎えます。「プラスチックの“可能性を提案する”

ファーストコールカンパニーになる。」をスローガンに掲げ、「今までの常識にとらわ

れない仕様・素材を用いた成形の可能性。当社が培ってきたノウハウを活かしたお客

様を感動させるような提案。プラスチックの事ならまず当社に、とお客様から真っ先

に相談される会社」を目指しています。 

 海洋廃棄プラスチックをはじめとしたプラスチックに対するネガティブなイメー

ジを持たれる事も多いですが、当社では 20 年以上前から木粉や竹粉を混合した製品

の製造試作に取組み、問い合わせも増加しています。今後は新たな付加価値の一つと

して PRを行っていけるようにしたいと考えています。 

 既存の製品についても、不良の発生が少なく、ロスの無い効率的な成形が出来ない

かと考えています。その一環として 2022年に金属 3Dプリンタを導入し、より効率的

な金型の冷却回路などの開発・試作などを行っています。今はまだ実験段階ですが、

将来的にはそのノウハウも販売していければと考えています。 

   

※ 会社を訪問して 

 ベトナムで採用した社員の教育方針についてお聞きしたところ、これまで現地任せ

にしてきたが設立から 30 年近く経過し、教育方法も独自となり社員の能力にも差が

生じ始めたことから、5 年ほど前から新卒ベトナム人を将来の幹部候補生として国内

に呼び、国内で学んだことをベトナムでフィードバックしていく事を行っているとお

聞きしました。また、株式会社エクセディ様から 4年連続「品質優良賞」を受賞して

いるともお聞きし、生産活動において常に妥協をしないという姿勢が創業 100周年に

向けた取組みの根幹にあると感じました。 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 大野・吉田 

 

※本記事記載の情報については、2023年 7月 28日現在のものとなります。 

 

掲載希望の方は 

事務局（06-6538-6100）までご連絡ください。 

2039ビジョン（創業 100周年に向けて） 

製品写真（左から 1 枚目と 2枚目）、金属 3D プリンタにて製作した自社キャラクターのダイ吉とプラ丸(右) 


